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 (Würzburg: Königshausen & Neumann 1996)
Ekkehard W. Haring: Auf dieses Messers Schneide leben wir... 












扱い(1995年 刊)、その後は 『ユダヤのこだま』誌 〔劭 θ。瓰翻 θ踊(カ を発表媒体}こして日








 本書は三章立ての構成を取 り、第1章 が全体のテーマの俯瞰、第2章 が日記、手紙 断片を中
心にしたテクス ト分析、第3章 が後期の短編を論じるテクスト解釈に充てられている。それぞれ
総括しておきたい。















とに有名であるが、ハーリングはブルームの 『影響の不安』― 一先行テクス ト=父の影響への反
抗が文学作品を糊致づける― を比較材料に用い、テクストが父への 「不安」と 「反抗」にとど
まらないことを読み取ろうとする。未完に終わった 『シナゴー グの獣』については、シナゴーグ
の建築構造と慣習(男 性 と女性を分けて座らせる)お よび獣と女陸との引力関係から、ヴァイニ
ンガーの 「女性の存苗論的な虚偽性」を、さらに獣がシナゴー グという民族的トポスの空間でア
イデンティティを喪失しているのを捉えて、「色あせてゆくユダヤの記憶」を読み解く。「小国民
の文学Jで は、カフカ文学を 「マイナー文学」と位置づけたドゥルーズ/ガ タリの議論を暗に批












の上で、第2章 で『刻 や『掟の前』から析出された「番人」〔W?;fiter〕と『芸術の番凋 〔瓦盗 加a朗
との連関が、断食芸人とその見張り人との描写に探られている。『断食芸人』は同化の矛盾と西
方ユダヤにおける芸術のあり方を洞察した物語とされる。『ある犬の研究1で は、ベルクマンの
『名前の神聖化』 〔駈●tldusch haschem〕 と 『モーゼの言葉』〔Worte Mosis)と ブーバーの議論















の批評のスタイルは、すでにスペクター 〔Spector 2000〕 が膨大な資料の分析を通じて行ってお
り、ハーリングもそれを踏襲していると考えられる。両者に共通するのはドゥルーズ/ガ タリの






























 (  Berlin: Braumüller 2004 )
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